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【1】非平衡プラズマの基礎物理現象の研究  




















（1）プラズマの放電洗浄効果の解明   
グローモードプラズマ源を補助プラズマ源とした放電洗浄法は特許になったが、  
その研究の進展として今年度は、水素、重水素、不活性ガスを用いた放電洗浄効果  
ー163   
を実験データを取り比較して、洗浄効果の物理的、化学的効果を分離して解明した。  





























（2）クーロン近接衝突の計算機コード   
プラズマ・核融合研究で一般的に用いられているFokker－Planck方程式を用いる  
164－   
シミュレーションモデルでは小角散乱しか扱っていない。そこで、近接衝突による  
大角散乱を扱うために、計算機シミュレーションコードの開発を推進している。  






















rSurface stress in Silicon Oxide LayerJ 
Trance．MRS－J24，75（1999）  
＜講演＞  
1．   林 剛  






























































h167－   
＜学位論文指導＞  
1．久保 敦：「水素の表面反応性散乱実験装置の試作」  
大学院物理学研究科修士論文、1999年3月。  
2．緑川 寛：「ミラープラズマのシミュレーション」  
大学院修士課程理工学研究科修士論文、1999年3月。  
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